
           

あいさつ運動実施アピールが完成 

１０月からあいさつ運動を開始 
 

まちづくり協議会は、安全安心な地域づくり

の一環として、あいさつ運動実施アピールを定

め大正地区を上げてあいさつ運動に取り組む

ことにしました。 

お互いにあいさつを交わすことで、地域に関

心を持ち、地域に向けていただく目が増えるこ

とを期待するものです。 

台風、集中豪雨など自然災害も毎年のよう

に発生していますが、防災、減災のためにも人

の和や結びつきの強さが求められています。 

心がふれあい、誰もが見守り、見守られ、安

心して暮らせる地域とするため、住民の皆様に

はお一人お一人があいさつ運動推進員として

の役割を担っていただきますようお願いいたします。 

なお、アピールは区長さんを通じて各戸にお届けしますので掲示をお願いします。 

ご家族、ご近所、地域へとあいさつの輪を広げ、 

大正地区にあいさつの花を咲かせましょう！ 

 

      標語 優秀作品を表彰 

あいさつ運動実施アピールに使用する標語を地区内で

募集し、 応募があった３３編の作品のうちから優秀作品を

選定しました。 

去る９月１０日に表彰式を行い、まちづくり協議会会長

（西根俊一）からお二人に表彰状と副賞をお渡ししました。 

最優秀作品 「あいさつで うまれる人の和 地域の輪」 榎原 都さん（野寺）  

優秀作品   「あいさつを 交わして広がる 大きな輪」 三村紀子さん（菖蒲） 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震の場合と異なり、水害に関しては時間的余裕があるため、避難等の対策により

被害を少なくすることが可能です。 

訓練に参加し、皆で水防について考えてみましょう。見学も Okです。 

 考日 時 平成２７年１０月１１日（日） 午前９時までに集合 

 

                 

 

（Ｈ）本気モードで （Ｏ）おもしろい < 楽しい >  （Ｔ） 取組みを!!  

                 事務局 大正地区公民館（TEL26-3982） 
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運動の趣旨やアピール内容について多くの方にご賛同を、また、標語についてもたくさんの

応募をいただきましたので、地区の皆様の強力なご支援が得られるものと意を強くしてあいさ

つ運動に取り組むことになりました。 

あいさつが自然に交わされ、誰もが見守り、見守られ、安心して暮らせる地域とするため、 

１０月からあいさつ運動を開始しますので、皆様のご協力を切にお願いいたします。 

あいさつ標語は 

「あいさつで うまれる人の和 地域の輪」（野寺：榎原 都さん）に決定しました。 

なお、優秀作品として次の２編を選びました。 

    「あいさつを 交わして広がる 大きな輪」（菖蒲：三村紀子さん） 

「あいさつは 心と心の受け渡し」（匿名） 

 

    【応募総数３３編から、まち協代議員会で厳正に選定しました。】 

地区総合防災訓練 

日 時 平成２７年１０月１１日（日） 午前９時までに集合 

場 所 大正小学校校庭（雨天時：大正小体育館） 

訓練等内容 

(1) 災害弱者避難支援訓練（9:10～10:20）       

防災サイン講習（耳が聞こえにくい方に緊急避難などを伝えるサイン） 

避難支援策（運搬法ほか） 

(2) 水害時避難・誘導・救助訓練（10:20～11:00）   

     簡易水路でボートなど活用 

(3)  土嚢・水嚢つくり、積み土嚢工法訓練(11:00～11:30) 

(4)  炊出訓練（準備 9:10 ～ 炊出し 11:30）  

備 考 

☆各地区１０名以上の参加をお願いしています。防災サインの講習などもあ

りますので、特に小学５年生以上の小・中・高生の参加もお願いします。 

 

まちづくり 

グラウンドゴルフ大会 
 

日時 11月 15日（日） 

場所 白兎グラウンドゴルフ場  

現地 9:00集合 

 詳細は、後日班回覧チラシでお知ら

せします。 

避難行動要支援者支援制度 
新たな登録申請者１０名 

 
皆様に支援制度についてお知らせするため

７月にパンフレットを作成配布するととも

に、障害がある方などには登録への呼びかけ

を行いました。 

各地区区長・役員の方々にお世話をいただ

き、今回１０名の登録申請がありました。 

まだまだ避難時などに支援を必要とされる

方がいらっしゃると思います。 

地区での支え愛が進み、さらに登録者が増

えることを期待します。 
 

 

左から榎原さん、西根会長、三村さん 


